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奈良県吉野郡十津川村

 村長 更谷慈禧

台風12号豪雨災害

～土砂災害と今後の課題～

台風12号の状況

◎平成23年8月25日 9 時

マリアナ諸島の西の海上で発生

◎大型で強い台風
・中心気圧が965hPa
・最大風速が35m/s 

◎進路
・ 3 日10 時前 高知県東部に上陸
・ 4 日未明 日本海に抜ける
・ 5 日15 時 温帯低気圧へ

9月4日午前9時

9月３日午前9時

9月３日午後9時

9月4日午後9時

十津川村
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雨量の状況
★ 一部の地域では解析雨量で2,000mm を超えるなど、記録

的な大雨

気象庁ＨＰより

○風屋観測局

・時間最大44.5㎜
・降り出しからの5日間
で、1,358㎜の雨量を
観測

○奈良県上北山村

総降水量1808.5mm 

河道閉塞と山腹崩壊の状況

約950m

崩壊土砂量 約1,390万m3

貯水量750万ｍ3

約700m

崩壊土砂量 約680万m3貯水量270万ｍ3

総面積
約260ヘクタール
に及ぶ山腹崩壊が、村内

各地で発生。
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水位

平水時 9月4日6:30

河川の水位上昇

写真は大字小原 十津川中学校付近

折立橋 落橋状況

（9月4日）

（1時42分覚知）
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桑畑 道路崩落箇所

至 新宮

至 五條

道路崩壊箇所
（150m区間）

道路崩壊 宇宮原バイパス

宇宮原バイパス
岩原トンネル

旧国道が被災

旧国道が被災

至 新宮
至 五條

長殿発電所
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 ライフラインは道路

の崩壊と共に切断！

電気
電話

ＣＡＴＶ
光ケーブル

水道
温泉

道路崩壊

▲崩れ落ちた村道と共に切断した電線類（谷垣内地内）

山間部での一般的な道路断面

▲道路の崩壊で作業車輌入れず、復旧に遅れ

▲衛星携帯も役場に１台だけ！

ライフラインの途絶 １

ライフラインの途絶 ２

村内いたるところで停電、電話が不通、テレビがみえない

・電話が通じないの
で、安否情報を伝え
られない

・役場に救助要請が
できない

・テレビが見られず、
今の状況が分から
ない

寸断された電線類

※ 消防無線とアマチュア無線
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建物と人的被害の状況

○建物被害の状況

全壊 18棟

半壊 30棟

床下浸水 14棟

○人的被害の状況

死者 6名

行方不明者 6名

重傷者 3名

情報不足と孤立
役場職員６割しか出勤できず

そのうち３割は消防団員

台風による問題点
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各方面からの支援

地方整備局による支援の状況

▲現地を調査するTEC-FORCE隊員

▲大雨により崩落した国道１６８号(桑畑) ▲落橋した国道１６８号折立橋

▲十津川村役場内

▲ku-sat（衛星アンテナ）の設置

国土交通省
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専門家・職員の派遣による被災調査支援を受けた。

●被災状況調査支援

●土砂災害危険箇所、建物の危険度判定等

点検

●災害対策機材が操作できるスタッフの派遣

●道路・河川被災、土砂災害等での技術指導

●リエゾン（現地情報連絡員）の派遣

機械・資材・機材の派遣による被災地支援
を受けた。
●ヘリによる上空からの災害状況調査
●照明車の派遣により夜間の作業も可能
●応急組み立て橋は交通路の緊急確保が可能
●水や非常食等の運搬

応急組み立て橋

照 明 車

スタッフの派遣建物危険度判定災害現場の斜面判定

●人的支援 ●災害対策用機械・資機材等の支援

災害対策用ヘリ

■緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）より大きな支援を受けた。

■リエゾン（現地情報連絡員）の派遣

役場では情報収集、対策本部会議等にも出席

整備局移管について

 大水害でのすばやい対応
、支援に感謝

 日常管理で地元を把握

 全国からの応援態勢

 機材・設備のストック

 奈良県は未加盟

 現地を知らない他府県が災
害に迅速対応できるか不安

 過疎地域への対応不安

■広域連合■整備局

現状以上となる説明がない限り移管には反対！
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▲被災住居の土砂出し支援

自衛隊による支援の状況 １

▲集落への物資輸送

▲倒壊家屋での行方不明者捜索

▲行方不明者捜索

自衛隊による支援の状況 ２
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▲奈良県現地災害対策本部部員

奈良県や市町村による支援の状況

▲給水等の支援をする市町村職員

現在の避難状況
（平成２４年１１月１９日現在）

・ 避難指示
２地域 ４世帯 ５名

(3世帯3名は仮設住宅)
・ 自主避難

７地域 ７世帯 １７名
・ 仮設住宅

４カ所 ２６世帯 ５７名

合計 ７６名 避難中
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十津川村が存在する・価値・責務

 山を守る事

 川を治める事

 道路はじめライフラインを守る事

 人を守る事

 地球環境を守る事

復旧復興の
対策・課題
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国土交通省による長殿谷緊急対策工事

紀伊山地砂防事務所 提供

国土交通省による栗平緊急対策工事

紀伊山地砂防事務所 提供

台風17号による応急工事の被害状況

平成24年10月1日撮影



【意見発表】 奈良県十津川村・更谷慈禧村長

13

今後の課題 1
■ 山腹崩壊箇所の対策

 河に土砂を運ぶ根源の復旧

今西

長殿 杉清

野尻

永井

今後の課題 2

▼土砂撤去 後▼土砂撤去 前

■ 河川内堆積土砂の対応

 河床上昇に伴いさらなる災害の危険

 土砂の搬出先

 土砂の運搬方法
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今後の課題 3

■深層崩壊対策のあり方

予防的な対策が可能となる
よう、対策技術の向上と事
業・制度の改善が必要

中山間地域を守ることは

国土の保全と住民のくらし
につながる

今後の課題 3
■ 深層崩壊対策のあり方

砂 防

道 路 河 川

安心・安全な地域

三位一体の整備

世界遺産 小辺路

観光振興

林業振興
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ありがとうございました


